
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お話しを聞いた人は、自

宅が崩壊、津波の恐怖から

逃れるだけで精一杯だった

人たちが殆どだった。生活

支援物資の配給や炊き出

し、健康相談はとてもあり

がたいと。 

避難所にいわさきちひろ

のカレンダーを飾りたいと

持って行った人。子ども用

のおむつと布団をかかえた

お母さん、全国からの支援

の輪は、復興に向けた一歩

となっている。 

（撮影 神馬 悟） 


